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モン シロ チョ ウ の 睡眠 に 関す る いく つか の 知見 
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The sleeping behavior of Pieris rapae (Lepidoptera, Pieridae) 
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Abstract Sleeping behavior of Pieris rapae was observed at garden in Biopark of Adachi, 
Tokyo. The sleeping position and posture were described. 
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は じ め に 


野外 で の チョ ウ の 睡眠 と つい て は アゲ ハ (鈴木 他 , 1974) と コム ラサ キ (長田 ・ 浜 , 1992) で 詳し く 研 
究 さ れ て お り , アゲ ハ は 雑木 林内 の 三方 を 木立 や 雑草 に 囲ま れ た 小 空間 . コム ラサ キ は 雇 川 の 河畔 の 
ハリ エン ジュ を ね ぐら と し て いる こと が 報告 され て いる . また , 宮田 (2000) は 大 分 県 の 住宅 の 周囲 
C, 各種 の チョ ウ の 睡眠 に つい て 報告 し チョ ウ が 同じ 場所 へ 帰っ て 来 て 眠る 可能 性 が ある こと を 示 
唆 し て いる が , 記録 は 断片 的 な も の が 多い . 


モン シロ チョ ツ は 日 本 各地 に 分 布 し , 好適 な 研究 材料 と な る こと か ら , 行動 学 の 分 野 に お いて も 様々 
な 知見 が 蓄積 され て いる (小原 , 1977). 睡眠 に 関し て は 池田 (1957) と 宮田 (2000) が 報告 し て いる 
が , どちら も る 観察 例 が 少な く , 十分 な 検討 は きれ て いない. 今回 , 筆者 は 足立 区 生物 園 の 多 自 然 型 庭 
園 で モン シロ チョ ウ の 有 睡眠 例 を いく つか な 観 窪 し た の で , 野外 で の 観察 例 と し て 報告 する . 








観察 場所 お よび 方 法 


観察 は 足立 区 生物 園 の 多 自然 型 庭園 で 1998 年 10 月 に お こ な っ た . この 庭園 内 に は 池 , 湿地 , 草原 , 
雑木 林 な ど が 造成 され , チョ ウ を は じ め 多 様 な 生物 の 生息 環境 が 再現 きれ て いる . 庭園 の 中 央 に は 護 
岸 が 水生 植物 で 覆 わ れ た 池 「 ト ン ボ 池 」 が あり , トン ボ 池 に 向かっ て 「 カ ワニ ナ の 流れ 」 が 流れ 込ん で 
いる . 「 ト ン ボ 池 ] と 「 カ ワニ ナ の 流れ 」 の 周囲 は , ガマ や イヌ ビエ , チ ガ ヤ な どの 繁茂 する 湿地 また 
は 革 地 と な っ て お り , その 周囲 は 瀧 木 帯 や 樹林 と な っ て いる . 


ここ で 夕刻 より チョ ウ の 活動 を 観察 し , 静止 し て いる も の に つい て は 睡眠 場所 と 睡眠 姿勢 を 記録 し た . 
また 気象 条 件 と し て 照度 と 気温 を 測定 し た . 





結果 お よび 考察 
観察 は 1998 年 10 月 15H, 19 H, 25 日 の 3 日 間 お こ な っ だ た . 観察 記録 を 以下 に 示す . 


1998 年 10 月 15 H, 4 $9, 風 が 強い 


16:45, 照度 800 lux, 気温 25.3*C 

カワ ニナ の 流れ の 中 州 に ね ぐら に 入っ た と 思わ れる モン シロ チョ ツウ を 発見 し た . と まっ て いる 植物 は 
イヌ ビエ (Echinochloa crus-galli L), スス キ (Miscanthus sinensis Anderss) な ど イ ネ 科 の 草本 , 高き 
は 0.3m. 葉 の 表側 に 2 頭 , 裏側 に 1 頭 (Figs 1-2). 人 の 気配 や 風 の 影 響 で 飛ん で し まっ た が , それ ほ 
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Figs 1-4. Sleeping behavior of Pieris rapae. 1. On the leaf of Miscanthus sinensis. 2. Under 
the leaf of Miscanthus sinensis. 3. On the leaf of Solidago altissima. 4. Under the leaf 
of Solidago altissima. 


Table 1. Sleeping posision of Pieris rapae 














day time plant high (cm) posision 

Oct. 15 16 : 45 Echinochloa crus-galli 30 upper side of leaf 
Miscanthus sinensis 30 upper side of leaf 
Miscanthus sinensis 30 under side of leaf 
17:15 Echinochloa crus-galli 30 upper side of leaf 
Typha angustata 30 upper side of leaf 
17 : 30 Solidago altissma 60 upper side of leaf 
Solidago altissma 60 under side of leaf 
Oct. 19 17 : 00 Miscanthus sinensis 30 upper side of leaf 
Corylopsis pauciflora 50 under side of leaf 
Corylopsis pauciflora 100 under side of leaf 

Oct. 25 16:45 Imperata cylindrica 30 ear 








C38 ANARE Z^ Tz. 


17:15, 照度 30 lux 
カワ ニナ の 流れ 中 州 , イヌ ビエ , H=0.3m 葉 の 表側 に 1 頭 . トン ボ 池 , デッキ の 側 の ヒメ ガマ 
(Typha angustata Bort et Chauberd), H=0.3m に 1 頭 . 同じ く ト ン ボ 池 の ヒ メガ マ の 表側 に 1 頭 い た 
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Fig. 5. Observation spot in the garden. €: sleeping position of Pieris rapae. 


23, よく 観察 し よう と し た ら 風 で 飛ば され て し まっ た . 


17:30, 照度 lux 
カワ ニナ の 流れ 横 の セイ タカ アワ ダチ ソ ツ ウ (Solidago altissima L.) H-—0.6m, 葉 の 表側 に 1 頭 (Fig. 
3, 葉 の 裏側 に 1 頭 (Fig.④. 


最初 の 姿勢 は 脚 6 本 で 植物 に つか まり , 触角 は 開い て 前 方 に 伸ばし て いた だ た. 次 の 個体 は よく 調べ よう 
と し た ら 飛 ん で し まっ た た め , 脚 は よく 確認 で き な か っ た . 触角 は 最初 の 個体 と 同様 に 開い て 前 方 に 
伸ばし て いた . 


この 日 観察 し た モン シロ チョ ウ は すべ て オス だ っ た だ. 
1998 年 10 月 19 日 , 晴 , ほとん ど 無 風 


15:40, 照度 15,000 lux, 気温 25. ポ C 
カワ ニナ の 流れ 横 の セイ タカ ヵ み ア ワダ チ ソ ウ で 8 個体 (すべ て オス ) が 吸 宏 し て いた . 








16:00, 照度 7,500 lux, 気温 25.2*C 

活動 し て いる チョ ウ は 6 個体 に 減少 し 。 セイ タカ アワ ダチ ソウ で 吸 宏 し て いた . 2 個体 は 行方 不明 に 
な っ た . 

16:20, 照度 2,700 lux, 気温 24.6*C 

活動 4 個体 , 休止 2 個体 . 

16:40, 照度 1.300 lux, 気温 23.8*C 

活動 1 個体 , 休止 2 個体 . 
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17:00, 照度 350 lux, 気温 23.4*C 

活動 0 個体 , 休止 3 個体 . カワ ニナ 流れ 中 州 , スス キ , H-03m, HORB, m カワ ニナ 流れ と 放鳥 園 
pH, ヒュ ウ ガ ミ ズ キ (Corylopsis pauciflora Sieb. et Zucc.), H—0.5m, EORR, z カワ ニナ 流れ と 放 
鳥 園 の 間 , ヒュ ウ ガ ミ ズ キ , H-l0m, 葉 の 裏側 . 


17:20, 照度 0lux, 気温 22.7C 
活動 0 個体 , 休止 3 個体 . 17 : 00 の 位置 か ら 動 いて いな か っ た . 


この 日 観察 で きた 個体 も すべ て オス だ っ た . 
1998 年 10 月 25 H, くも り 


16:45, 照度 450 lux 
カワ ニナ の 流れ 中 州 ,。 チ ガ ヤ mperata cylindrical L) の 穂 の 部 分 , H-—03m. オス , 1 個体. 脚 は 6 
本 , 触角 は 開い て ほぼ 垂直 に 上 向き に 伸ばし て いる . 


この 場所 は 10 月 15 日 に 3 個体 を 発見 し た 場所 と 同じ で ある . 


以上 の よう に 1998 年 10 月 15 日 か ら 25 日 の 3 日 間 に , 睡眠 姿勢 た 入っ て いる と 思わ れる , の べ 7 頭 
の オス の モン シロ チョ ウ を 観察 する こと が で きた . モン シロ チョ ツウ の 睡眠 場所 は トン ボ 池 と カワ ニナ 
の 流れ に 挟ま れ た 湿地 と その 周囲 の 草原 , 低木 で ある . これ ら の 観察 例 は , ほとん ど が 地上 か ら の 高 
き 0.3m か ら 0.6m の 位置 で 観察 され , 1 例 の み が 低 木 (ヒュ ウ ガ ミ ズ キ ) の 高き 1m の と ころ で 観察 
され た . 長野 市 北 中 で は , 野菜 畑 で モン シロ チョ ウ が 睡眠 し て いた こと が 報告 きれ て いる GER, 
1957). 睡眠 場所 の 高き は 記載 され て いな い が , 栽培 され て いた 作物 か ら , 睡眠 場所 の 高き は 1m 以 下 
で は な いか と 思わ れる . 大 分 市 で は ソメイヨシノ に 止ま っ て いた 例 が 報告 され , 1 m 近い 高き だ っ た 
と 記憶 きれ て いる (宮田 , 2000). 今回 の 足立 区 の 観察 例 を 含め て , これ まで の 観察 例 か ら は , モン シ 
ロ チ ョ ウ は 睡眠 場所 と し て 高き 1 m 以下 の 場所 を 好む も の と 考え られ る . 


睡眠 位置 は 葉 の 表側 と 裏側 が あっ た が , 今回 の 観察 例 で は 表側 と 裏側 の どちら が 好ま れる か , は っ き 
り し た 傾向 は つか め な か っ た . 池田 (1957) は 32 頭 の モン シロ チョ ウ の 睡眠 を 観 塞 し て いる が , 葉 の 
表側 で 睡眠 し て いた の は その 内 の 5 頭 の み で , 表側 で 睡眠 し た の は 少数 派 だ っ た と し て いる . チョ ウ 
が 睡眠 位置 と し て , 葉 の 表側 と 裏側 の どちら を 好む か と いう 議論 は , 種 に よっ て 異な り ,. より 多く の 
察 例 が 必要 だ が , モン シロ チョ ツウ は 睡眠 位置 と し て , WORN E XEBHOT7 Z, 状況 に 応じ て 選ん 
で いる も の と 考え られ る . 睡眠 姿勢 に 関し て は 観 寮 例 が 少な い が , 頭 を 上 に し て 交 を 閉じ , 触角 は 開 
いて 前 方 に 伸ばし て いた . 


今回 の 観察 で 興味 深い 点 は , 短い 観察 期間 中 に , ご く 狭 い 範囲 で , 7 例 を 観察 で きた こと に ある (Fi. 
5. モン シロ チョ ウ の 睡眠 が 観察 きれ た 場所 は トン ボ 池 と カワ ニナ の 流れ 周囲 の 湿地 と 草原 . そし て 
低木 で ある . 草原 に は モン シロ チョ ウ の 吸 蜜 植物 と な る セイ タカ アワ ダチ ソウ が あり , モン シロ チョ 
ウ は セイ タカ みみ アワ ダチ ソウ に 吸 密 に 訪れ て いた . 10 月 19 日 の 観察 で は , 日 中 セイ タカ アワ ダチ ソウ 
で 吸 密 し て いた モン シロ チョ ウ が , 照度 の 低下 と と も に 活動 個体 数 が 減少 し , 吸 密 に 訪れ て いた セイ 
タカ アワ ダチ ソウ の 近く で 睡眠 位置 に つい た . 


と の こと か ら , モン シロ チョ ウ は 吸 窒 植 物 と 睡眠 場所 と な る 植物 な どの 条件 が そろ っ た と ころ を 生活 
場所 と し て いる こと を 示唆 し て いる . チョ ウ の 睡眠 と つい て は いま だ 観察 例 が 少な く , わか ら な いこ 
と が 多い の が 現状 で ある が , 今回 の 観察 例 が 今後 各種 の チョ ウ 睡 眠 に 関す る 研究 の 参考 に な れ ば 幸い 
で ある . 近年 , チョ ウ の 生息 環境 の 保全 や 復元 の 試み が 各地 で 行わ れ て いる が , 幼虫 の 食 草 や 成虫 の 
REEDY TZ, 睡眠 場所 を 含め た 植物 群落 を 保全 し て いく こと が 大 切 と 思わ れる 
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Summary 


Sleeping behavior of Pieris rapae was observed at garden in Biopark of Adachi, Tokyo. The 
garden was reconstruction as a natural habitat for butterflies. 


The main sleeping place of P. rapae was marsh around the pond and stream. 7 individuals were 
observed in this area in Oct. 15-25, 1998. The butterflies slept in the bushes, 30-100 cm high above 
the ground. They hung on the upper or under side of the leaves with the all legs; the wings closed; 
the head upwards; the antennae forward and opened (Figs 1-4). 


Solidago altissima L. grown around the stream and P. rapae visited their flower at daytime. The 
flying butterflies decreased in the evening and moved to sleeping position for sleep in the bush 
around stream and pond. It is suggested that natural habitat including their sleeping position is 
important to conservation of butterflies. 
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